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かけがえのない「命」を大切に
左の詩は、ある母親が１５歳で亡くなった我が子（娘）に向けて書かれたも

のです。「ありがとう」という言葉が、たくさん書かれています。皆さんはどんな

感想を持ちましたか。

皆さんは１３、１４、１５年前にこの世に「生」を授かりました。お母さんのお

腹の中で「十月十日」すくすくと成長し、生まれてきたのです。あなたのお母さ
と つ き とお か

んが陣痛と闘いながら必死の思いで、命がけで産んでくれたから、今のあなたがいます。そして

「こんな人になってほしい」という思いを込めて名前を付けられました。夜泣きをするあなたを寝

ずにあやし、ハイハイをした、つかまり立ちした、自分の足で立って歩けるようになった、言葉を覚

えた ...。我が子の成長を心から喜び、愛情いっぱいに育ててこられたのです。時には、叱られるこ

ともあるかもしれません。いさかい（言い争うこと）もあるかもしれません。でも、あなたが生きて

いるだけで、涙を流しながら喜ぶ人がいるのです。

今、人の「命」をないがしろにする行為、事件が後を絶ちません。人に向かって平気で「死

ね！」と言ったり、傷つけたりする人がいます。愛情いっぱいに育ててくれているお母さんに反抗す

る人もいます。ストレスがたまっているのか、自分で自分を傷つける人もいます。なぜ、そんなこと

をするのでしょうか ...。あなたの回りに、あなたのことを心から心配し、大切に想ってくれる人がい

ることに気付いてほしいのです。

言うまでもなく「命」は、たったひとつしかない、かけがえのないものです。自分の「命」も、人

の「命」も大切にしてほしい。「命」を粗末に扱わないでほしい。そして、親にとって子どもの「命」

は、自分の「命」よりも尊いものであるということを胸にとめておいてほしい。この世に「意味のな

い存在（命）」は絶対にないのです。あなたはかけがえのない存在なのです。

話は変わりますが、私（上甲）の母は１９年前、６５歳で亡くなりました。持病の腎臓病が悪化

し、闘病の甲斐なく、家族に看取られながら旅立ちました。臨終の時に、母に対し出てきた言葉は

「ありがとう」のひと言だけでした。時に反抗的で、生意気なバカ息子（私）を愛情いっぱいに育

ててくれたことに、感謝の言葉しかありませんでした。亡くなった後に、「もっと親孝行しておけば

よかった」「もっと話を聞いてあげればよかった」「感謝の言葉をきちんと伝えればよかった」と

後悔しました。今でも母の優しい笑顔、おいしい手料理の味を懐かしく思い出します ...。皆さんに

は、私のような後悔はしてほしくないのです。親を

悲しませるようなことは絶対にしないでほしい。心

からのお願いです。

何か悩み事やしんどい事があれば、決して一

人で悩まずに、誰か周りの大人（親や先生）に相

談してください。私たちはあなたの悩みを真剣に

受けとめ、一緒に考えます。
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